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1. 洗浄力の試験法としてはカーボンブラックを主体

にした人工汚染布法が広く採用されてはいるか，吾々は

この方法では実際洗濯の結果と一致しない場合のあるこ

とを認め，より実際に適した方法として試験布に天然汚

垢布を使用しているo    （ 日本家政学会第12回，第13回,第

15 回総会にて報告）今回は洗剤成分及び汚垢成分の両面

から 天然汚垢布法と人工汚染布法の 比較検討を行な っ

た。

2.　３種の洗剤（A  B S 25% 芒硝75%,   ABS25% ト

リポリン酸ソーダ25% 芒硝50%, 及び市販洗剤）を用い

て８種の天然汚垢布と人工汚染布（油化学協会法）につ

き洗浄力試験を行ない，あわせて天然汚垢布の成分につ

き抽出その他の方法により検索した。

3. 各種天然汚垢布の成分は著しく異なっているが，

何れの汚垢布の場合でもトリボリリン酸ソーダの効果は

明確に現れており, 人工汚染布法の結果とは著しく相異

していた。即ち天然汚垢布法と人工汚染布法による結果

が一致しない原因の一つとしてトリポリリン酸ソーダが

関連していることを認め，汚垢成分の差の影響は比較的

小さいことを知った。なお天然汚垢布の肉眼による判定

結果と，石油エーテル抽出法に基く油分除去率の関係は

比較的よく一致していた。


